
北海道低地の超塩基性岩地の植生(2)

2 和 寒 ・幌加内近辺の蛇紋岩崩壊地

和寒町 ・幌加内町近辺は、その北方の北

大天塩演習林地 と併せて大規模な蛇紋岩地

帯である。この地域 と旭川市附近の蛇紋岩

地域 とを合わせて、稲垣賞 … 豊1対秀夫lltl

博十ほか北海道教育大学旭サ|十分校の話氏に

より、所産柄物の リス トが公表され、シダ

植物44種 、和nrハ棋物434種 、言+478種 の所庄

が記録 されている。(JL海道中部および北部

超焔未14:ダ1地帯植物の研究 1～ 5、 北海道

教育大学紀要第IItt B 16巻2ケ)、`1966年 ]

月 :18巻 1号 、1967年 9サl:19巻 1'j 、ヽ1968

年 9月 :19巻 2'テム、1969年 1)1及 び20巻 1

与j本、 19(Ⅲ9年 9)!Li亡 ◆求された47斬このうち、

超塩米性ダ1特411札t物 として、マルバ ミズナ

ラ、ウスゲノチシマフウロ、 ヒメナツ トウ

ダイ、シモワ 1)コマユ ミ、シラ トリオ トギ

リとその変種 クロテンシラ トリオ トギ リ、

アポイタチツボスミレ、テシオコザ クラ、

シラ トリシャジン、ホソバ ノエゾノコギ リ

ソウ、 タカネヤハズハハコ及びホソバヨウ

ゾリナについて分類的解説がなされている。

幌加内町西方の坊主|11(標i巧776nl、卜1″略

|||)は、蛇紋岩の111として家IJられるが、 こ

の山の植生の概況 と租物村1の概略について

は、Fl角亨 ・渡邊定元i両氏の報告 「石狩田

雨竜ri鳥山の脱物相」(北性の植物 5巻 4号 、

1956年 10ナ〕)が あり、47種 1変 千重1品 不重の

リス トが付されている。

坊主1lJ (白鳥山)は 、シラ トリシャジン

刈そヽ十F野 坂 志 朗

とその狭束品種ホソバノシラ トリシャジン

及びシラ トリオ トギ リとその変種 クロテン

シラ トリオ トギ リの基準山地である。

本州～ナし州の蛇紋岩地植4には、 多くの場

合、依本晴以 下にツツジ類 ・ツクバネウツ

ギ ・シモツケ類 ・メギ ・ナガバ ノヨウヤボ

ウキなどの依本とススキを伴うアカマツ林

であることが、山中 りj氏 (1969年～1974

年)ほ かにより報告されているが、それ ら

の群f棒組1成衣から高木悟 と‖i高木店をユ|くり

除 くと、低木 を況 じえたススキ群落が残る。

それらの低木を混 じえたススキを含む群

落 と類似する群落が、引L海道低地の蛇紋岩

柿1壊地に兄られることが 多い。

1985418ナ!L48に おける呑|1寒脚jハ十「S原 ・プ可

和両地区、幌加内四j‐及び11鳥|11束側山腹の

蛇紋ダ十崩壊地積生の調査結果 と、1986年8

用上名」の和寒町 1山F山 (489m)の 蛇紋岩崩

壊地植イliの調査結果を整理 して概略を紹介

する。調査は、いずれ も、 l nl×lm方 形

区を崩i壊地縁辺部を避けてランダムに 6～

11区設定 し、各lX_について、+11現種ごとに、

彼度、植物高 (栄養体部分について)を 測

定 し、調査地ごとに各出現種の頻度を求め、

平均被度 (C)、平均棋物高 (H)及 び頻度

(F)か ら、各種の積算優占度 (SDR)

を算111して、 SDRに よって優占種を判定

した。

各調査地における方形区設定数や出現種

数は、表の 1の とお りである。
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れ成彼率
%

8

10

14

13

13

1 1 )

3 1

24

方形区設定数 と出現種数

(1)和 寒町福原蛇紋岩崩壊地

和寒脚r福原の道路沿いに兄られる傾斜約

20度の小規模な蛇紋庁1崩壊地では、衣 2に

表2 和 寒WJ^柄原蛇紋TI姉i壊地の|十落和1成プt

示す植4:調査結果が得 られた。

ススキを含む ヒエスゲ群落であるが、本

報で紹介する6か 所の調査地では、超塩基

″1生岩特オlA‐植物 としては、 シ ラ トリシャジン、

クロテンシラ トリオ トギ リ及びホソバコウ

ゾリナが普遍的に出現 している。

表 2に 記録 されたコマユ ミの中には、斑

入り品種のシモフ リコマユ ミ (EvOnymus

alatus f.kakurensis)が ,昆在 していたが、

この品種は、稲垣貫 4博■によって、1966

年北海道学去大学紀要16巻 2号 に党礼|ll(551

m)を 基準産地 として記載発表 されたもの

である。 また、この地域に出現するチシマ

フウロは、毛が布張めて少ない「Tr種ウスゲノ

チシマフウロ (稲垣賞一博 ir、1966年)が

多い。

プta 和 1寒lll lltt和l蛇紋イ1柿i娯地の|卜落利1成共

一Ｃ 一Ｈ F SDR

ス  ス   キ

クロテンシラ トリオトギリ

ナガポノシロヮレモコウ

ヒ エ  ス  ゲ

ヤマブキショウマ

カ ラ マ ツ ソ ウ

マルバ シモツケ

エゾキヌタツウ

ホ ツパ ヨウゾ リナ

ナガパキタアザ ミ

シラ トリシャジレ

チ シ マ ザ サ

エゾカワラマツパ

ウ メ バ チ ソ ウ

オクエプサイシン

アポイタチッポスミレ

ヒロハノヘピノポラズ

ミヤマホッ ッ ジ

オオタカネパ ラ

エ ゾ ア ザ ミ

チ シ マ フ ウ ロ

キ ジ ム シ ロ

0.54

0.54

0.40

0.53

011

0.07

0,17

o,02

002

0 0 1

0 , 0 1

0 0 1

0 . 0 1

0 , 0 1

0 . 0 1

0 , 0 1

o.03

0 0 1

0.03

003

0 . 0 1

0 , 0 1

6 0

1 8

4 9

13

2 3

2 7

1 5

1 3

5

1 8

1 6

1 5

8

6

3

3

10

12

4

3

2

1

67

83

50

50

83

50

33

50

50

33

33

33

33

33

33

33

17

17

17

17

17

17

９３

７ ６

７２

６。

５３

３９

３２

２ ８

２ ４

２４

２３

２２

‐８

‐７

‐ ６

化

１４

‐４

‐ １

‐０

９

７

表 1 ( 2 )

イ

ノj )ヽ

生
モ

の

が

大

(

で

し

に

と

ヵ

だ

女

は

一Ｃ 一Ｈ F SDR

ヒ エ ス ゲ

ス  ス   キ

クロテンシラトリオトギリ

コ マ  ユ  ミ

カ ラ マ ツ ソ ウ

エゾカワラマツパ

ナガポノシロワレモコウ

ミヤマアキノキリンソウ

ウ シ ノ ケ グ サ

オ ト コ ヨ モ ギ

エ ゾ シ モ ッ ケ

エ ゾ キ ヌ タ ツ ウ

カ ワ ラ ボ ウ フ ウ

ヒ メ イ ズ イ

チ シマ フ ウ ロ

ナ ガバ キ タアザ ミ

ナ ナ カ マ ド

エ ゾ ノ ョロ イグサ

キ ジ ム シ ロ

エ ジ ヤ マ ハ ギ

クロバナハンシヨウヅル

シラ トリ シャジ ン

ク ル マ ユ リ

ホツパ ヨ ウゾ リナ

オ トギ リ ツ ウ

0. 6 9

0 . 0 9

0 0 6

o . 2 6

0打 0

0■ 7

0 . 0 7

0 0 5

0 0 9

0 , 0 6

0`38

0.04

0.02

0,02

0.03

001

0,03

0.03

0.01

0.03

0.03

0 . 0 1

0 . o l

O , 0 1

0 , 0 1

20

29

19

20

23

18

18

18

13

18

8

9

5

4

7

4

6

6

9

4

4

4

3

3

3

1 0 0

6 3

8 8

5 0

8 8

6 3

6 3

6 3

6 3

3 8

1 3

5 0

3 8

3 8

2 5

2 5

1 3

1 3

2 5

1 3

1 3

1 3

1 3

1 3

1 3

8 9

5 9

5 5

5 2

5 0

4 9

4 5

4 3

4 0

3 6

3 2

2 9

1 9

1 9

1 8

1 3

1 2

1 2

1 2

1 1

1 0

1 0

8

8

8
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(2)和 寒町西和蛇紋岩崩壊地

福原の場合 と同様、道路沿いに見 られる

小規模な蛇紋岩崩壊地では、表 3に 示す植

生調査結果が得 られた。

ススキ群落であ り、種組成は、福原の も

のとほとんど同 じであるが、ススキの中丈

がやや高 く、そのためにススキの SDRが

大きくなっている。この地方のエゾアザ ミ

(チシマアザ ミ)は 、頭花の径が3.5cm以下

で総芭外片が短 くて反曲せず、葉は羽状裂

しない亜種 コバナアザ ミ (Cirsium kam―

tschaticum ssp.bareale)に相 :1台するもの

と思われる。崩壊地内部ではご く稀である

が、周辺部の中本群落ではマS、つ うに兄られ、

古iさ1.5 nl以11の同体 もあった。他の調査地

でも同様であった。

(3)幌 加内町蛇紋ガ十崩壊地

幌加内脚rの小さな,尺!合いで傾斜約25度の

小規模崩壊地では、エゾシモツケ、オ トコ

表4 帆 加1内町蛇紋TI怖1峡地のキi卜落利l成プt

ヨモギ、シウノケグサ等のコロニーが土止

めになっている部分のほかは、表土は崩れ

やすい粘土 となってお り、植被は疎で出現

種数 も少なかった。調査結果は表 4の とお

りであった。表上の不安定な部分が多く、

前述の様にエゾシモツケ、オ トヨヨモギ及

びウシノケグサの彼度が大で、エゾシモツ

ケ群落 となっているが、組成表に見るとお

り、ススキ群落の一つの型である。

(4)白 鳥|IJ束側中腹の蛇紋岩崩壊地

坊千十二山 (岸1,尊山)の 東側山腹、標高およ

表5 rl鳥 ||1中腹 (標l 約ヽ400m)

蛇紋ダ1崩i要地の群落純成友

一Ｃ 一
Ｈ F SDR

ウ シ ノ ケ グ サ

チ シ マ ザ サ

ホ タ ル サ イ コ

ヒ エ ス ゲ

ミ ヤ マ ホ ツ ツ ジ

ス  ス  キ

ナガポノシロワレモコヮ

カ ワラポ ウ フ ウ

シラ トリ シャ ジ ン

ミヤマアキノキリンソウ

クロテンシラトリオトギリ

キ ジ ム シ ロ

チ シマ セ ン プ リ

リシ リピャ クシン

チ ン グ ル マ

ヒロハノヘピノポラズ

タカネヤハズハハコ

ダ ケ カ ン パ

チ シ マ フ ウ ロ

カ ラ マ ツ ソ ウ

ホ ソバコウゾ リナ

アポイタチツポスミレ

シロウマアサツキ

エ ゾ キ ヌ タツウ

ヒ メナ ン トウダ イ

ウ メ バ チ ツ ウ

ネ ジ ブヽ ナ

タ カ ネ ニ ガ ナ

ェ ゾイ ヮ ハ タ ザ ォ

キクパ ク ワ ガ タ

0.54

0`19

0.20

0,19

0.50

0.18

0,19

0.35

0403

0.03

0.03

0.03

0.03

0.03

0,33

0.33

0.33

0.1フ

0.01

0,01

0.01

0.01

0,01

0,01

0.01

0.01

0.01

0.01

0.01

0.01
|

2 1

2 0

17

19

14

24

18

15

17

21

15

9

8

1 3

6

1 0

5

1 5

7

9

7

2

5

4

3

2

1

1

1

0 . 3

8 3

8 3

8 3

8 3

3 3

5 0

6 7

6 7

8 3

6 7

6 7

8 3

8 3

6 7

3 3

1 7

3 3

1 7

3 3

1 7

1 7

3 3

1 7

1 7

1 7

1 7

1 7

1 7

1 7

1 7

9 5

7 3

7 2

71

6 4

6 3

6 3

61

5 9

5 8

5 0

4 8

4 6

4 6

4 1

41

40

38

23

20

17

16

14

13

1 1

1 0

9

9

8

8

一Ｃ
一
Ｈ F SDR

エ ゾ シ モ ツ ケ

オ ト コ ヨ モ ギ

ス  ス   キ

ウ シ ノ ケ グ サ

ヒ エ  ス  ゲ

タカネ ナ デ シヨ

ミヤマアキノキリンソウ

エゾイワハタザオ

クロテンシラトリオトギリ

キ ジ ム シ 回

エ ゾ キヌ タ ツウ

チ シ マ ザ サ

ナガポノシロワレモコウ

オ オヤ マ フスマ

ヒ メ イ ズ イ

ナガブ`キタアザミ

シラトリシャジン

トラ ノ オ シ ダ

カワラボ ウ フウ

0 . 4 5

041

010

1 . 0 0

0 . 2 4

0 . 3 0

o . 1 6

0 . 0 4

0 . 1 4

0 . 0 3

0 . 0 2

0 . 0 2

0 . 0 2

0 0 2

0,02

o . 0 1

0 . 0 1

0 . 0 1

0 . 0 1

３

８

１

９

２

８

４

２

０

７

６

９

８

３

３

６

４

１

１

３

３

４

　

１

　

２

　

１

100

75

88

38

88

88

50

88

50

63

50

38

38

38

25

13

13

13

13

7 5

6 9

6 6

5 3

4 7

4 6

4 1

3 2

3 0

2 7

2 2

21

20

15

12

9

8

5

5
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そ4001nの沢にrtiした棚壊地では、表 5に 示

す調査結果が得 られた。高山性のチングル

マが住かに見られ、 タ カネヤハズハハコや

シロウマアサツキ、エゾ ミヤマ トラノオに

近い形のキクバ クワガタを含むウシノケグ

サ群落である。崩現地の周辺は、アカエゾ

マツの疎林 となっているc

(5)和 寒町「i面山中腹の蛇紋ザi崩壊地

二1白F山 (標iti4891m)では、標だri380mあ

た |)から L部 に)崩壊地がうとデ)才Lる。 本票itti孫1,

4 0 0 m、傾斜10度前後の斜山Fでは、表 6に 示

す調査結果が得られた。群落構成種は31植

で、木報の 6調 命地のうちで最 も多い。

ウシノケグサの被度が大で、ススキを1昨`

うウシノケグサ群落である。 ト ックリハシ

バ ミの分布わ覧であるが、調 命した限 りでは

プt6  i l衛 ||1中腹蛇紋イ1柿1娯地の肝落和1成共

ッノハシバ ミのみで、 ト ックリハシバ ミは

確認できなかった。

(6)和 寒町「i面山項■の蛇紋岩崩壊地

「i mi山項 11尾根に続 く斜面では、表 7に

示す調査結‐果が得 られた。

表7  i商 FIII丁rモli蛇紋イi崩1現地グ)f祥落組1成共

C H SDR

ウ シ ノ ケ グサ

タカネヤハズハハコ

ヒ エ ス ゲ

赤ソバコウゾリナ

チシマセ ンプリ

チ シマ フウ ロ

カワラポウ フウ

ス  ス   キ

タカ ネ ニ ガ ナ

カ マ ヤ リ ソウ

クロテンシラトリオトギリ

シラ トリシャジン

ェプイワハタザオ

ミヤマアキノキリンソウ

ナガボノシロワレモコウ

マルバ シモツケ

リシリピャクシン

キジ ム シ E l

エ ソカ ラ マ ツ

ヒロハノヘピノポラズ

アポイタチツポスミレ

アオチャセンシダ

マルバ ケスミレ

ィブキジャコウソウ

0 9 1

o3フ

011

009

0.04

003

006

0 15

o 1 5
0 0 3

0 0 3

0 0 2

0 0 3

0 0 2

0 0 2

0 0 3

0 0 3

0 0 1

0 0 1

0 0 1

0 0 1

0 0 1

0 0 1

0 0 1

２

９

９

２

２

２

７

５

３

５

８

１

１

６

６

６

４

２

５

３

１

１

“

Ｈ

２

１

１

１

１

１

　

１

　

　

　

１

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

０

100

71

100

100

100

86

86

43

86

86

71

57

86

43

43

29

29

29

14

14

14

1 4

14

14

・０。

６ ６

６ ６

５ ５

５３

４ ８

４ ２

４ ２

３ ９

３ ７

３ ６

３ ６

３ ２

２４

２ ４

２ 。

１６

‐ ２

‐ ２

９

６

６

６

５

ウシノケグサ群落で、植校率は｀
iな均30?あ

であるが、実は、他にハナゴケ類を iiとす

る地衣類数柿の植被率が20～40%あ り、析

r植物は、地衣のマ ットに抱かれて/4i育し

ているものが多く、高tll荒原や砂 11の荒原

に類する景観であった。周辺は、アズキナ

シ、 ヒメヤシャブシ、エゾクロウスゴ、ォ

オタカネバラ、 ヒ ロハノヘ ビノボラズ等の

1.5～2 nlの高さの低木林で、さらに外側は

ミズナラ林であった。

rl鳥山を除いてエゾアカヤマア リが多く、

うっか り腰 をおろすと噛 じりつかれて行i1/1:

することの多い調査であった。

‐

の‐

き

る

成

寒

衣

一Ｃ 一Ｈ SDR

ウ シ ノ ケ ク サ

ス  ス   キ

チ シ マ ザ サ

シラトリシャジ ン

ヒ エ  ス  ゲ

ナガボ/シロヮレモコウ
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